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多世代の市民全員が輝き　健康で快適に暮らせ　若者の期待に応えられるまち

� 【問合せ】U&Iときめき課　☎773－6659

南魚沼市で輝くひと（第23回）　  内
うち

納
のう

靜
しず

子
こ

さん
　今回は、平成28年に栃木県から移住された内納静子さんを紹介します。
Ｑ �南魚沼市へ移住したきっかけは？
Ａ ��高校までは湯沢町に住んでいて、東京や栃木で長いこと看護師と
して働きました。子どもたちが自立したので、新しい環境に移り
たいなと考えていたところ、ずっとやりたかった相談支援の仕事
ができる南魚沼市に決めました。

Ｑ �南魚沼市の魅力は？　　　
Ａ ���一番は、景色ですね。四季折々の山の様子を見るのが好きです。
春に一斉に花が咲き始める瞬間が、幸せだなと感じます。

Ｑ �現在のお仕事は？　　
Ａ ��11月に社会福祉法人桐

とう

鈴
れい

会がオープンした障がい者グループホーム「駅前ハウス」
に桐鈴会相談支援事業所を置き、相談支援業務を行っています。

Ｑ �今後の展望をお聞かせください。
Ａ ��相談支援だけでなく、施設の開放スペースで地域交流にも力を
入れていきたいです。老若男女や障がいのあるなしに関わらず、
地域の誰もが交流できる空間にして、共生社会の発信をしてい
きたいです。工房とんとんのパン販売やふれあいサロンなども
順次計画するので、ぜひ、おこしください。

「未来の人材創出コンソーシアム」が始まりました
　一般社団法人雪国青年会議所が主体となり、学校教育と地元企業などの
地域団体の架け橋となる組織ができました。学校の職場体験における企業
の紹介やインターンシップの受け入れ企業の選定などを行い、地域全体で
人材を育成し、Ｕターン者や地元就職率の向上をめざします。

若者対象の無料帰省バスを運行します
　若者のUターン促進事業の一環として、12月29日㈰に東京都
から市への無料帰省バス（片道のみ）を運行します。
　関東圏にお住いの家族や友人に、ぜひお知らせください。
対象　市内への就職を検討している18～ 30歳までの若者
定員　38人　※学生優先
内�容　移動中の車内で、市内企業や市の移住推進策などの説明を
聞いた上で、アンケートに回答していただきます。
　参加者には今後、市が行う交流会などの情報を提供予定。
申��込み　市ウェブサイト（「若者対象　無料帰省バス」で検索）
または、左のＱＲコードからお申し込みください。
※詳細は、参加者に後日連絡します

ラッピングバスでお迎え

申込みは　
こちらから
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国際大学留学生 お国自慢コーナー ～boast of my country～
シリーズ

第80回

ウズベキスタン共和国 　グルノザ・イバドゥラエバ さん

私の国はこんなところ
　ウズベキスタンは中央アジアの中心に位置し、
サマルカンド、ブハラ、ホレズムなど、最も古
いもので約2,700年前の古代の石造りの都市
があります。
　気さくで親しみやすい国民性と、おいしい料
理で有名な国です。最も有名なウズベキスタン
料理である「プロフ」は、世界無形遺産として

ユネスコに登録されました。
　首都タシケントには日本人拘留記念館があり、1940年代にウズベキスタ
ンに送られた25,000人の日本人について紹介されています。

南魚沼市に住んで感じたこと
　私は一年前に日本に来ました。 日本は外国人にとっても、非常に安全な
場所だと思います。 日本人の誠実さ、規律、自然への敬意に感銘を受けま
した。
　また、大和地域の農産物の生産過程についても感銘を受けました。スイカ、
ブドウ、米を特別な注意を払って取り扱っています。そのため、これらの農
産物は高品質です。南魚沼は私の第二の故

ふる

郷
さと

になりました。ここで、私は魂
と心の調和、平和を見出すことができました。

公用語 ウズベク語 
首　都 タシケント
面　積 447,400㎢ （55位） 
人　口 32,800,000人 

GDP（PPP） 2,230億ドル （65位）
通　貨 スム（UZS） 

※ GDPは国内総生産のことで、購買力平価
説（PPP）により算出した数値です

ウズベキスタン共和国

と
言
い
、
母
は
、
夕
暮
れ
に
高
い
空
を
飛

ん
で
ゆ
く
飛
行
機
を
眺
め
て
い
た
我
が
子

に
、「
勉
強
す
れ
ば
、
あ
な
た
も
飛
行
機

に
乗
る
人
に
な
れ
る
ん
だ
よ
」
と
諭
し
た
。

自
分
の
心
に
火
が
付
い
た
の
は
、
そ
の
時

だ
っ
た
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
成
長
し
、
国
費
留
学
生
と
し
て
フ
ラ
ン

ス
に
留
学
、
国
を
背
負
う
大
秀
才
と
し
て

外
交
官
の
道
に
。
６
か
国
語
を
操
り
、
国

連
活
動
や
世
界
中
を
巡
っ
て
き
た
彼
が
、

日
本
の
素
晴
ら
し
さ
を
子
ど
も
た
ち
に
語

り
か
け
る
。「
あ
な
た
た
ち
は
何
に
で
も

な
れ
る
」「
私
は
医
者
に
な
り
た
か
っ
た
。

初
め
て
知
っ
た
日
本
人
は
野
口
英
世
。
疫

病
か
ら
救
っ
て
く
れ
た
彼
を
、
ア
フ
リ
カ

の
人
は
今
で
も
尊
敬
し
て
い
る
」
手
の
重

い
火
傷
か
ら
「
て
ん
ぼ
う
」
と
い
じ
め
ら

れ
た
野
口
を
自
分
と
重
ね
て
い
た
と
い
う
。

　

講
演
を
聞
い
た
小
学
５
・
６
年
生
は
、

お
笑
い
で
有
名
だ
っ
た
頃
の
彼
を
知
り
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
笑
顔
で
み
ん
な
の
目
を

見
な
が
ら
話
す
誠
実
さ
と
、
太
陽
の
よ
う

な
明
る
さ
と
深
い
話
に
、
何
か
を
感
じ

と
っ
た
と
信
じ
た
い
。
講
演
後
、「
や
る

気
ス
イ
ッ
チ
、
入
っ
た
ら
い
い
ね
」
と
、

う
れ
し
そ
う
に
さ
さ
や
い
て
ま
し
た
。
そ

う
な
っ
た
ら
本
当
に
い
い
ね
。

サ
ン
コ
ン
さ
ん
の
ス
イ
ッ
チ

　
１０
月
３１
日
㈭
に
中
之
島
小
学
校
で
、
オ

ス
マ
ン
・
サ
ン
コ
ン
さ
ん
の
講
演
会
が
開

か
れ
ま
し
た
。「
１
コ
ン
２
コ
ン
、
サ
ン

コ
〜
ン
！
」
と
聞
け
ば
、
平
成
生
ま
れ
の

若
い
人
を
除
け
ば
、
あ
の
北
野
武
さ
ん
や

タ
モ
リ
さ
ん
た
ち
の
テ
レ
ビ
番
組
で
、

引
っ
張
り
だ
こ
だ
っ
た
昔せ

き
日じ

つ
を
思
い
出
す

こ
と
で
し
ょ
う
。
縁
あ
っ
て
知
り
合
っ
た

の
は
今
年
３
月
。
恥
ず
か
し
な
が
ら
、
そ

の
時
ま
で
お
笑
い
の
芸
人
さ
ん
だ
と
思
っ

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
初
対
面
に
も
か

か
わ
ら
ず
あ
ま
り
の
興
味
深
い
話
に
時
間

を
忘
れ
て
し
ま
っ
た
。「
ぜ
ひ
、
子
ど
も

た
ち
に
話
を
し
て
く
れ
ま
せ
ん
か
？
」
と

お
願
い
を
し
た
と
こ
ろ
、
約
束
通
り
来
て

く
れ
ま
し
た
。

　
現
在
７０
歳
。
西
ア
フ
リ
カ
西
端
の
ギ
ニ

ア
共
和
国
出
身
。
子
ど
も
の
頃
、
サ
ッ

カ
ー
で
大
け
が
を
負
う
。
当
時
は
フ
ラ
ン

ス
の
植
民
地
で
貧
困
と
人
種
差
別
の
中
、

十
分
な
治
療
な
ど
が
さ
れ
な
い
ま
ま
、
少

年
は
曲
が
っ
た
足
を
そ
の
ま
ま
固
定
さ
れ
、

今
も
爪
先
は
後
ろ
向
き
に
な
っ
て
い
る
。

後
に
、
フ
ラ
ン
ス
か
ら
の
独
立
を
果
た
し

た
ギ
ニ
ア
共
和
国
建
国
の
一
員
で
あ
る
父

は
、「
お
前
は
勉
強
で
道
を
立
て
な
さ
い
」

市
長

日
記

南
魚
沼
市
長
　
林
　
茂
男

無
罣
礙

市報 みなみ魚沼　令和元年12月1日発行3



世
界
最
強
の
除
雪
体
制
で

冬
を
迎
え
る

　
例
年
、
本
格
的
な
冬
を
迎
え
る

前
に
、
各
地
域
で
除
雪
出
動
式
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
年
、
初
の
試
み
と
し
て
１０
月

２８
日
㈪
に
南
魚
沼
市
と
湯
沢
町
の

各
道
路
管
理
者
が
合
同
で
除
雪
出

動
式
を
開
催
し
、
各
除
雪
企
業
体

や
観
光
協
会
な
ど
約
１
５
０
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　
南
魚
沼
地
域
の
高
度
な
除
雪
体

制
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
雪
国
の
魅
力

を
さ
ら
に
発
信
す
る
と
同
時
に
、

次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
雪

国
の
暮
ら
し
を
守
る
除
雪
作
業
へ

理
解
と
誇
り
を
持
っ
て
も
ら
う
た

め
に
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

感
謝
を
込
め
て
、
安
全
を
願
う

　
式
典
で
は
、
作
業
の
安
全
と
感

謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
、
代
表
の

上
関
小
学
校
４
年
生
か
ら
除
雪
車

の
鍵
が
渡
さ
れ
、
上
関
保
育
園
の

園
児
か
ら
市
内
の
保
育
園
児
が
制

作
し
た
４
４
５
個
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

付
き
の
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
観
光
協
会

を
代
表
し
て
、
六
日
町
温
泉
「
雪

あ
ね
さ
の
会
」
か
ら
も
、
激
励
の

言
葉
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

誇
り
を
次
代
に

　
冬
季
の
生
活
を
確
保
す
る
た
め

に
必
要
不
可
欠
な
道
路
の
除
雪
作

業
に
は
、
高
度
な
技
術
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
南
魚
沼
地
域
の
除
雪

技
術
は
、
特
に
優
れ
て
い
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
豪
雪
地
帯
で
あ
り
な
が
ら
当
り

前
の
よ
う
に
快
適
な
生
活
が
で
き

る
の
は
、
昼
夜
を
問
わ
ず
除
雪
作

業
を
行
っ
て
く
れ
る
人
た
ち
の
お

か
げ
で
す
。

　

南
魚
沼
地
域
に
は
、
約
１
，３

０
０
人
の
除
雪
作
業
者
が
い
ま
す
。

（
一
部
魚
沼
地
域
含
む
）
女
性
の

作
業
者
も
増
加
し
て
お
り
、
今
で

は
約
２０
人
が
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
や
若
者

た
ち
が
、
雪
国
の
暮
ら
し
を
守
る

高
度
な
技
術
に
誇
り
を
持
ち
、
そ

の
技
術
を
受
け
継
い
で
く
れ
る
こ

と
を
願
い
ま
す
。

特 集 南魚沼地域の除雪体制
冬の暮らしと安全を守る
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作
業
の
都
度
、
技
術
を
教
え

て
も
ら
い
な
が
ら
、
安
全
な
作

業
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。

今
後
の
目
標
は
？

関�　
除
雪
車
に
乗
る
免
許
を
取
得

す
る
た
め
に
教
習
所
に
通
っ
て

い
ま
す
。
免
許
を
取
り
次
第
、

除
雪
作
業
に
加
わ
る
予
定
で
す
。

　
私
に
も
子
ど
も
が
い
る
の
で
、

特
に
子
ど
も
の
安
全
を
守
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
通
学

路
な
ど
で
事
故
が
起
こ
ら
な
い

よ
う
考
え
な
が
ら
作
業
を
行
っ

て
い
き
た
い
で
す
。

須�

田　
先
輩
か
ら
受
け
継
い
だ
技

術
を
、
若
い
世
代
に
受
け
継
い

で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　

�　
ま
た
、
除
雪
作

業
を
担
う
建
設
業

に
携
わ
る
人
材
が

不
足
し
て
い
る
の

が
現
状
で
す
。

　
今
回
の
イ
ベ
ン

ト
は
良
い
ア
ピ
ー

ル
に
な
る
と
思
う

の
で
、
こ
れ
を

き
っ
か
け
に
担
い

手
が
増
え
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。

道
路
の
除
雪
作
業
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

作
業
時
間

　
朝
は
７
時
３０
分
、

　
夕
方
は
５
時
３０
分
ま
で

　
原
則
と
し
て
１０
㎝
（
歩
道
は
１５

㎝
）
以
上
の
積
雪
が
あ
り
、
そ
の

後
も
降
雪
が
続
く
と
予
想
さ
れ
る

場
合
に
除
雪
車
が
出
動
し
ま
す
。

朝
は
７
時
３０
分
、
夕
方
は
５
時
３０

分
ま
で
に
作
業
を
終
了
す
る
よ
う

に
努
め
、
通
勤
・
通
学
な
ど
に
支

障
が
な
い
よ
う
に
実
施
し
ま
す
。

夜
間
は
、
異
常
降
雪
時
の
み
行
い

ま
す
。

　
国
道
と
一
部
の
県
道
は
、
市
道

と
は
除
雪
基
準
が
異
な
り
ま
す
。

注
意
点
と
お
願
い

・�

除
雪
作
業
中
は
、
除
雪
車
に
近

寄
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。
子
ど

も
に
も
指
導
を
お
願
い
し
ま
す
。

・�
除
雪
路
線
に
、
自
動
車
・
バ
イ

ク
な
ど
を
駐
車
し
な
い
で
く
だ

さ
い
。
全
路
線
駐
車
禁
止
で
す
。

・�

除
雪
作
業
の
支
障
と
な
ら
な
い

よ
う
、
道
路
上
に
張
り
出
て
い

る
枝
は
、
枝
お
ろ
し
を
し
て
く

だ
さ
い
。

・�

除
雪
路
線
沿
線
の
田
・
空
き
地

な
ど
は
、
雪
押
し
場
や
投
雪
場

と
し
て
引
き
続
き
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

・�

除
雪
作
業
に
よ
る
乗
入
れ
口
な

ど
の
残
雪
処
理
は
、
個
人
で
処

理
し
て
く
だ
さ
い
。

・�

除
雪
路
線
、
消
雪
パ
イ
プ
路
線

の
雪
庇
落
と
し
作
業
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
。
危
険
箇
所
は
、
建

設
課
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

・�

押
雪
や
投
雪
で
支
障
の
あ
る
場

所
は
、
ポ
ー
ル
な
ど
に
赤
い
布

を
結
ぶ
な
ど
、
目
印
を
付
け
て

く
だ
さ
い
。（
高
さ
４
ｍ
程
度
）

・�

屋
根
雪
や
宅
地
内
な
ど
の
雪
は
、

道
路
に
出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

ス
リ
ッ
プ
事
故
な
ど
の
原
因
と

な
り
ま
す
。

・�

歩
道
に
ビ
ニ
ー
ル
ホ
ー
ス
な
ど

を
敷
設
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

歩
道
除
雪
の
妨
げ
と
な
り
、
子

ど
も
た
ち
の
通
学
な
ど
に
影
響

し
ま
す
。

・�

流
雪
溝
や
道
路
側
溝
の
蓋
は
開

け
た
ま
ま
放
置
せ
ず
、
し
っ
か

り
閉
め
て
く
だ
さ
い
。
転
落
や

破
損
な
ど
、
事
故
の
原
因
と
な

り
ま
す
。

・�

早
朝
の
歩
行
時
な
ど
は
、
運
転

手
か
ら
見
え
や
す
い
よ
う
に
反

射
タ
ス
キ
・
反
射
テ
ー
プ
な
ど

を
装
着
し
て
く
だ
さ
い
。

消
雪
パ
イ
プ
の
注
意
点

・�
ノ
ズ
ル
散
水
量
の
調
整
（
散
水

距
離
２０
㎝
程
度
）
を
行
っ
て
く

安
全
な
暮
ら
し
を
守
り
、

次
世
代
に
受
け
継
ぎ
た
い

除
雪
作
業
を
行
う
き
っ
か
け
は
？

関�　
大
型
車
の
運
転
に
憧
れ
が
あ

り
、
作
業
に
携
わ
り
た
い
と

思
っ
た
か
ら
で
す
。

須�

田　
除
雪
作
業
に
従
事
し
て
い

る
父
親
の
影
響
が
大
き
い
と
思

い
ま
す
。

除
雪
作
業
中
の
注
意
点
や
心
掛
け

て
い
る
こ
と
は
？

須�

田　
人
や
一
般
車
両
と
接
触
し

な
い
こ
と
、
構
造
物
を
壊
さ
な

い
こ
と
な
ど
に
細
心
の
注
意
を

払
っ
て
い
ま
す
。

　
作
業
は
、
経
験
豊
富
な
先
輩

と
２
人
１
組
で
行
い
ま
す
。

株式会社�元店建設
須田 世里奈さん
平成26年8月入社
除雪作業7年目

関 桃子さん
令和元年10月入社
今冬が初の除雪作業となる予定

だ
さ
い
。

・�

定
期
的
に
パ
イ
プ
末
端
の
ド

レ
ー
ン
（
泥
は
き
口
）
を
開
け
、

管
内
の
つ
ま
り
を
解
消
し
て
く

だ
さ
い
。

・�

市
道
・
県
道
・
国
道
の
消
雪
パ

イ
プ
は
、
午
後
２
時
〜
３
時
と

午
後
４
時
〜
５
時
の
各
１
時
間

（
若
干
の
誤
差
あ
り
）
は
、
散

水
が
停
止
し
ま
す
。

【問合せ】
■市道　市役所�建設課�維持管理班
　☎773－6674　　休日・夜間　☎773－6660
■県道と国道291号・253号（八箇峠道路含む）・353号
　南魚沼地域振興局�維持管理課
　☎772－2249　　休日・夜間　☎772－2600
■国道17号（美佐島交差点が管理境界）
　小出側　長岡国道事務所�小出維持出張所　☎025－792－0839
　湯沢側　長岡国道事務所�湯沢維持出張所　☎784－1177
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【
問
合
せ
】
南
魚
沼
市
上
下
水
道
料
金

セ
ン
タ
ー

�
☎
７
８
８

－

０
２
２
０

※
か
け
間
違
い
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

水
道
の
冬
じ
た
く
を

お
願
い
し
ま
す

　
冬
期
間
（
１２
月
〜
４
月
）
は
、
積
雪
の

た
め
検
針
を
行
い
ま
せ
ん
。
こ
の
期
間
は
、

概
算
料
金
で
毎
月
請
求
を
し
ま
す
。

Ｑ
．
冬
期
概
算
料
金
と
は
？

Ａ
．
前
年
の
使
用
水
量
か
ら
推
計
し
た
料

金
で
す
。
前
年
の
冬
期
間
使
用
水
量

（
前
年
使
用
し
て
い
な
い
場
合
は
、
直

近
の
使
用
水
量
）
か
ら
、
１
か
月
あ
た

り
の
水
量
を
認
定
し
ま
す
。
認
定
水
量

を
も
と
に
計
算
し
た
料
金
が
、
冬
期
概

算
料
金
で
す
。

Ｑ
．
冬
期
概
算
料
金
は
、
ど
う
す
れ
ば
わ

か
る
の
？

Ａ
．
１
月
上
旬
に
郵
送
す
る
「
冬
期
認
定

通
知
書
」
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

Ｑ
．
冬
期
概
算
料
金
の
変
更
は
で
き
る

の
？

Ａ
．
で
き
ま
す
。
認
定
水
量
と
実
際
の
使

用
水
量
に
大
き
な
差
が
あ
る
場
合
や
、

使
用
人
数
の
増
減
な
ど
で
使
用
水
量
の

変
動
が
予
想
さ
れ
る
場
合
は
、
自
分
で

認
定
水
量
を
設
定
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
希
望
す
る
人
は
、
南
魚
沼
市
上
下

水
道
料
金
セ
ン
タ
ー
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

Ｑ
．
冬
期
概
算
料
金
の
精
算
は
い
つ
？

Ａ
．
６
月
で
す
。
５
月
に
検
針
を
再
開
し
、

６
月
に
精
算
を
し
ま
す
。
５
月
の
検
針

ま
で
に
転
居
な
ど
で
閉
栓
す
る
場
合
は
、

そ
の
と
き
に
精
算
し
ま
す
。
精
算
料
金

は
、
郵
送
さ
れ
る
「
冬
期
精
算
通
知

書
」
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

Ｑ
．
実
際
の
使
用
水
量
で
料
金
を
支
払
う

に
は
？

Ａ
．
自
分
で
水
道
メ
ー
タ
ー
を
検
針
し
、

報
告
す
る
「
自
主
検
針
」
が
必
要
で
す
。

希
望
す
る
人
は
、
南
魚
沼
市
上
下
水
道

料
金
セ
ン
タ
ー
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

凍
結
に
よ
る
漏
水
に
注
意
を

　
倉
庫
や
作
業
所
、
地
区
の
集
会
所
な
ど
、

水
道
の
利
用
が
少
な
い
施
設
な
ど
は
注
意

が
必
要
で
す
。
定
期
的
に
点
検
を
行
い
、

漏
水
を
防
い
で
く
だ
さ
い
。

長
期
間
水
道
を
使
用
し
な
い
と
き
は
、

休
止
手
続
き
を

　
休
止
と
再
開
の
手
続
き
に
は
、
手
数
料

が
そ
れ
ぞ
れ
５
０
０
円
必
要
で
す
が
、
休

止
期
間
中
は
水
道
料
金
が
発
生
し
ま
せ
ん
。

南
魚
沼
市
上
下
水
道
料
金
セ
ン
タ
ー
の

営
業
時
間

月
～
土
曜
日
：

　
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
６
時

日
曜
日
・
祝
日
：
午
前
９
時
〜
正
午

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
財
政
課�

契
約
検
査
班

�

☎
７
７
３

－

６
６
７
１

令
和
２
～
４
年
度

入
札
参
加
資
格
審
査
申
請

　
令
和
２
・
３
年
度
に
、
市
が
行
う
建
設

工
事
な
ど
の
入
札
と
見
積
り
に
参
加
を
希

望
す
る
人
は
、
建
設
工
事
入
札
参
加
資
格

審
査
申
請
書
を
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

　
今
回
は
、
申
請
の
更
新
年
で
す
。
前
回

申
請
し
、
継
続
希
望
す
る
人
も
申
請
が
必

要
で
す
。

　
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
役
務
の
提
供

も
同
時
に
受
け
付
け
ま
す
。

※�

財
政
課
で
の
一
括
受
付
。
水
道
事
業
、

下
水
道
事
業
、
病
院
事
業
な
ど
の
公
営

企
業
会
計
分
は
提
出
不
要
（
詳
細
は
市

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
）

申
請
期
間

　
令
和
２
年
１
月
６
日
㈪
〜
２
月
５
日
㈬

有
効
期
間

２
年
間
（
令
和
２
年
５
月
１
日
〜
令
和

４
年
４
月
３０
日
）

提
出
書
類

申
請
書
は
、
新
潟
県
の
様
式
に
準
じ
ま

す
（
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可
）

※�

役
務
の
提
供
は
、
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
申
請
様
式
を
ご
使
用
く
だ
さ
い

提
出
部
数
・
方
法

　
１
部
（
Ａ
４
サ
イ
ズ
の
フ
ラ
ッ
ト
フ
ァ

イ
ル
（
色
指
定
な
し
）
に
つ
づ
る
）
を
持

参
す
る
か
郵
送
で
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

提
出
先　
本
庁
舎
２
階�

　
財
政
課�

契
約
検
査
班

建
設
工
事
添
付
書
類

①�

経
営
規
模
等
評
価
結
果
通
知
書
・
総
合

評
定
値
通
知
書
の
写
し

②�

建
設
業
法
許
可
申
請
書
別
表
の
写
し

（
新
潟
県
内
に
建
設
業
法
上
の
営
業
所

が
あ
る
場
合
）

③�

南
魚
沼
市
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
書

添
付
用
の
納
税
証
明
書

④�

法
人
税
（
所
得
税
）
と
消
費
税
お
よ
び

地
方
消
費
税
の
納
税
証
明
書
（
写
し

可
）

⑤�

委
任
状
（
支
店
・
営
業
所
に
入
札
な
ど

を
委
任
す
る
場
合
）

⑥�

建
設
業
退
職
金
共
済
制
度
、
中
小
企
業

退
職
金
共
済
制
度
、
特
定
退
職
金
共
済

制
度
に
加
入
の
場
合
は
、
加
入
証
明
書

の
写
し

⑦�

暴
力
団
の
排
除
に
関
す
る
誓
約
書

⑧�

返
信
用
封
筒
（
審
査
結
果
送
付
用
：
送

付
先
を
記
載
し
、
８４
円
切
手
を
貼
っ
た

も
の
）

※�

建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
・
役
務
の
提
供

添
付
書
類
は
、
建
設
工
事
添
付
書
類
の

う
ち
、
③
〜
⑧
の
書
類
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【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
子
育
て
支
援
課�
保
育
班

�

☎
７
７
３

－

６
８
２
２

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト（
意
見
募
集
）

第
２
期
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業

計
画
（
案
）

　
幼
児
教
育
・
保
育
の
総
合
的
な
提
供
と

確
保
な
ど
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
「
第
２

期
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
」
の

策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
令
和
２
年
〜
令
和
６
年
度
の
５
年
間
の

基
本
と
な
る
計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て
、

み
な
さ
ん
の
意
見
を
計
画
に
反
映
さ
せ
る

た
め
に
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

※�

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
意
見
は
、
子
ど
も

子
育
て
会
議
で
の
考
え
方
と
と
も
に
公

表
し
ま
す
。
た
だ
し
、
個
々
の
意
見
に

直
接
回
答
は
し
ま
せ
ん

閲
覧
・
意
見
募
集
期
間

　
１２
月
６
日
㈮
〜
令
和
２
年
１
月
６
日
㈪

閲
覧
窓
口

・�

子
育
て
支
援
課�

保
育
班
、
大
和
・
塩

沢
市
民
セ
ン
タ
ー

・�

市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（「
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
事
業
計
画
案
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
」
で
検
索
）

意
見
の
提
出
方
法

　

住
所
・
氏
名
を
明
記
し
、「
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
事
業
計
画
（
案
）
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
」
と
記
入
し
て
、
次
の
方
法

で
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

①
窓
口
に
持
参

閲
覧
窓
口
に
、
書
面
を
ご
持
参
く
だ
さ

い
。

②
郵
送　
〒
９
４
９

－

６
６
９
６

　
南
魚
沼
市
六
日
町
１
８
０
番
地
１

南
魚
沼
市
役
所�

子
育
て
支
援
課�

保
育

班
宛
て

③
Ｆ
Ａ
Ｘ　
７
７
３

－

６
７
２
４

「
子
育
て
支
援
課�

保
育
班
宛
て
」
と
ご

記
入
く
だ
さ
い
。

④
メ
ー
ル　

hoiku@

　
city.m

inam
iuonum

a.lg.jp
⑤
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

　
入
力
フ
ォ
ー
ム
に
入
力
し
、
送
信

※�

電
話
や
口
頭
で
な
ど
、
記
録
に
残
ら
な

い
方
法
で
は
受
け
付
け
ま
せ
ん

意
見
な
ど
と
市
の
考
え
方
の
公
表
時
期

　
令
和
２
年
３
月
１
日
㈰

【
問
合
せ
】
環
境
交
通
課

�

☎
７
７
３

－

６
６
６
６

冬
の
交
通
事
故
防
止
運
動

　
１２
月
１１
日
㈬
〜
２０
日
㈮
ま
で
「
冬
の
交

通
事
故
防
止
運
動
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

ス
ロ
ー
ガ
ン

　
「
ゆ
ず
り
合
う�

心
あ
っ
た
か�

冬
の
道
」

運
動
の
重
点

・
飲
酒
運
転
の
根
絶

・
横
断
歩
行
者
の
保
護

・
冬
道
の
安
全
走
行

　
飲
酒
運
転
は
、
運
転
者
本
人
、
同
乗
者
、

酒
の
提
供
者
が
厳
し
く
罰
せ
ら
れ
る
だ
け

で
な
く
、
被
害
者
や
そ
の
家
族
の
人
生
を

大
き
く
狂
わ
せ
ま
す
。「
飲
酒
運
転
を
絶

対
に
し
な
い
、
さ
せ
な
い
、
許
さ
な
い
」

を
徹
底
し
、
飲
酒
運
転
を
根
絶
し
ま
し
ょ

う
。【

問
合
せ
・
申
込
み
】

　
市
民
課�

国
保
年
金
係　

�

☎
７
７
３

－

６
６
６
１

令
和
２
年
度 

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

人
間
ド
ッ
ク
費
用
補
助
金

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
加
入
者
で
、

対
象
条
件
を
満
た
し
、
人
間
ド
ッ
ク
を
受

診
す
る
人
に
補
助
金
（
償
還
払
い
）
を
支

給
し
ま
す
。

　
人
間
ド
ッ
ク
を
受
診
す
る
前
に
、
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
申
し
込
み
後
に
、
請
求
方
法
を
記
載
し

た
通
知
を
送
付
し
ま
す
。

対
象
条
件
（
す
べ
て
満
た
す
こ
と
）

・�

市
の
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
し

て
い
る

・
保
険
料
の
滞
納
が
な
い

・�

令
和
２
年
度
の
住
民
健
診
を
受
診
し
な

い
（
住
民
健
診
と
重
複
し
た
場
合
、
補

助
金
の
支
給
は
で
き
ま
せ
ん
）

・�

市
と
新
潟
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
で
、
検
診
結
果
の
閲
覧
、
管
理
、
利

用
を
す
る
こ
と
に
同
意
で
き
る

対
象
受
診
期
間　

　
令
和
２
年
４
月
〜
令
和
３
年
３
月

補
助
金
額　
１
０
，０
０
０
円

締
切
り　
令
和
２
年
５
月
２９
日
㈮

申�

込
み　
市
民
課�

国
保
年
金
係
、大
和
・

塩
沢
市
民
セ
ン
タ
ー

※�

電
話
受
付
は
、
市
民
課�

国
保
年
金
係

の
み

　
人
間
ド
ッ
ク
の
受
診
費
用
は
、
住
民
健

診
に
比
べ
て
高
額
で
す
。

　
人
間
ド
ッ
ク
の
費
用
や
基
本
検
査
・
オ

プ
シ
ョ
ン
検
査
の
内
容
は
、
受
診
を
希
望

す
る
健
診
機
関
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
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　市の国民健康保険加入者の疾病予防と早期発見・早期治療、健康保持・増進
を図るため、下表の検診機関で人間ドックを受診した場合の費用を助成します。

申込期間　12月2日㈪～令和2年1月15日㈬
受付窓口　市民課�国保年金係、大和・塩沢市民センター
実施期間　令和2年4月～令和3年3月
助 成 額　16,000円（定額）　　
※基本料金に含まれないオプションなどは、すべて自己負担となります

助成対象　※すべてに該当すること 　　　　　　　　　　　　　　　

金額と定員� ［　］内は胃カメラを希望した場合の金額

検診機関 ドック費用額 差引個人負担額 定員
（全体）

定員
（胃カメラ）

小出検診センター
☎025－792－3365
日程・内容については、十日町検診センター
☎025－752－6196

39,600円
※バリウムのみ 23,600円 上限なし

ゆきぐに大和病院（健友館）
☎777－4477

39,600円
［44,700円］

23,600円
［28,700円］ 上限なし 上限なし

湯沢町保健医療センター
☎785－5005

36,300円
［40,150円］

20,300円
［24,150円］ 上限なし 100人

長岡健康管理センター
☎0258－28－3666

37,400円
［41,800円］

21,400円
［25,800円］ 上限なし 上限なし

※�ドック費用額は、令和元年度の額を参考に掲載。令和2年度のドック費用額は、令和2年3月末までに
決まります。基本検査・オプション検査の内容・ドック開始日は、各検診機関に直接お問い合わせくだ
さい

注意点
・申請日からドック受診日までの間に継続して国保に加入している人のみ助成を受けることができます
・市が行う「住民健診」を受ける場合は、人間ドックの費用を助成できません
・�乳がん・子宮頸がん検診は、人間ドックの基礎項目に入っていません。「住民健診」の乳がん・子宮頸
がん検診は、検査対象になっている場合に受けることができます
・�胃カメラの定員を定めている湯沢町保健医療センターでは、定員に達した時点で胃カメラの受付を終了
します。湯沢町保健医療センターで胃カメラを希望する人は早めにお申し込みください
・期間内に申込みがないと、助成対象となりません
・助成が受けられるのは、上の表にある検診機関のみです
・日程などは、検診機関と調整後に通知します。申込み状況で、希望月にならない場合があります

� 【問合せ・申込み】市民課�国保年金係　☎773－6661

令和2年度 国保の人間ドック費用助成受付開始
～対象者は市の国民健康保険（国保）の加入者です～

・昭和60年4月1日以前に生まれ、申請日から受診日まで国保の加入資格がある
　（後期高齢者医療制度の加入者は対象外。7ページの助成制度をご利用ください）
・国民健康保険税の滞納がない
・検診結果を、市が閲覧・管理・保存することに同意できる
・検診結果で特定保健指導が必要と判断された場合、その指導を受けることに同意できる
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南魚沼市国民健康保険　人間ドック助成申請書
受　付　印注意点　

○電話・郵送・ファックスでの受付はできません。
○受付は、先着順です。
○期限内にお申し込みください。
○受付時に受付済証をお渡します。
○年齢は、令和２年４月１日現在でご記入ください。
【希望する項目の□にチェック□✓を記入してください】
　➡�太枠の中を記入してください

※�ゆきぐに大和病院（健友館）と湯沢町保健医療センターは、送迎を行いません。小出検診センターは、大和庁
舎への送迎は行いません。長岡健康管理センターは、本庁舎・大和庁舎のみの送迎となります

① 保険証番号 （市役所記入欄） 検診希望月
氏
名

生年月日 年齢 性別 □令和�　年�　月（上旬・中旬・下旬）
□特に希望しない昭和� 年　　　月　　　日 � 歳 男・女

検診希望機関 胃の検査方法 乳がん検診 子宮頸がん検診 送迎
□小出検診センター □なし　□バリウム □あり　□なし □あり　□なし □あり　□なし

□ゆきぐに大和病院
　（健友館）

□なし　□バリウム
□胃カメラ（鼻）
□胃カメラ（口）

□あり　□なし □あり　□なし

□湯沢町
　保健医療センター

□なし　□バリウム
□胃カメラ（口）

□あり　□なし
乳腺超音波検診（エコー） □あり　□なし

□長岡
　健康管理センター

□なし　□バリウム
□胃カメラ（鼻）
□胃カメラ（口）

□マンモグラフィ
□３Ｄマンモグラフィ
□エコー　□なし

□あり　□なし □あり　□なし

送迎乗車場所※ □本庁舎　□塩沢庁舎　□大和庁舎　□大巻開発センター

② 保険証番号 （市役所記入欄） 検診希望月
氏
名

生年月日 年齢 性別 □令和�　年�　月（上旬・中旬・下旬）
□特に希望しない昭和� 年　　　月　　　日 � 歳 男・女

検診希望機関 胃の検査方法 乳がん検診 子宮頸がん検診 送迎
□小出検診センター □なし　□バリウム □あり　□なし □あり　□なし □あり　□なし

□ゆきぐに大和病院
　（健友館）

□なし　□バリウム
□胃カメラ（鼻）
□胃カメラ（口）

□あり　□なし □あり　□なし

□湯沢町
　保健医療センター

□なし　□バリウム
□胃カメラ（口）

□あり　□なし
乳腺超音波検診（エコー） □あり　□なし

□長岡
　健康管理センター

□なし　□バリウム
□胃カメラ（鼻）
□胃カメラ（口）

□マンモグラフィ
□３Ｄマンモグラフィ
□エコー　□なし

□あり　□なし □あり　□なし

送迎乗車場所※ □本庁舎　□塩沢庁舎　□大和庁舎　□大巻開発センター

南魚沼市長　あて
　南魚沼市国民健康保険の人間ドック助成を下記のとおり申請します。市の行う保健活動のため、検診機関が
検査結果を市に提供し、必要な場合は特定保健指導を受けることに同意します。
（特定保健指導を拒否すると、人間ドック助成が受けられない場合があります）
� 令和　　　年　　　月　　　日　

世帯主
住所

〒949－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（アパート・マンション名）

南魚沼市

氏名 � ㊞ 電話番号 　　　　　－　　　　　－　　　　　

申込期限
令和2年

1月15日㈬
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�【問合せ】廃棄物対策課　☎782－0339

ごみにしない！
 ３Ｒ推進コーナー

�おいしい食べきり運動とは�
　南魚沼市・魚沼市・湯沢町の2市1町で取り組んでいる食品ロス削
減運動です。

�食品ロスとは�
　まだ食べられるのに捨てられてしまう食品のことをいいます。日本
の食品ロスの量は年間600万トンを超えるといわれています。

トイレ掃除はこまめに。きれいな方が汚されない
東日本大震災（平成23年3月）（福島県新地町　災害当時60代�女性）

　避難所ではトイレが問題になる！�このことはほかの地域の災害報告などから繰り返し伝え聞い
ていました。汚れたトイレを使うのはだれにとってもとても不快ですし、衛生面からもよくありま
せん。
　だから避難先の中学校では、常にトイレを気にかけていました。プールの水をくんだ衣装ケース
とバケツをトイレの近くに並べ、使用後はバケツで流す。そして空になったバケツには衣装ケース
から水をくんでおく。紙は流さず、個室に１枚ずつ設置したビニール袋に捨てる。水が少なくなっ
たら衣装ケースにくみ足す。こうしたことを、避難所の開設当初からルールとして決めました。
　更に、時間を見つけてはこまめにトイレ掃除をし、清潔を保ちました。
特に当番制などにしたわけではなかったのですが、とにかくできるだけ
きれいに保ったことで、少し汚れたときにさっと掃除してくれる人もい
たのではないかと思います。汚れ始めを放っておいてしまったら、限り
なく汚れていくだけだったのは間違いないでしょう。
　おかげで結構きれいに使ってもらうことができました。「トイレ使用
はルールが大事。清潔にしておくと汚されにくい」ということを体験か
ら学んで実感しています。

一 日 前 プロジェクト（災害に備えて）
【問合せ】総務課�防災庶務班　☎773－6660

「おいしい食べきり運動」を実践し、一
人ひとりができることから食品ロス削減
に取り組もう！

チャレンジ「家庭でできる食べきり実践チェック」
　買い物に出かけるときや料理を作るときは、以下のことに気
を付けましょう。
□買い物前に冷蔵庫の確認
□ばら売り、量り売りで必要な分だけ購入
□�週に1回は「冷蔵庫一掃デー」を設定
　（消費期限が近い食材を使い切る日）
□自分の食べきれる適量を見つける
□いつも捨てていた部分を工夫して食材を使い切る
□使い切り食べきりを意識して食材の保存方法を工夫

✓
✓
✓

✓
✓
✓
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の専門性を高めることができ、仕事が楽しくな
りました。

市長　海外に行く機会もあるそうですね。
井�上　はい。平成28年に1か月半の間メキシコ
の工場に行くチャンスをもらい、日本とは違う
環境で、食生活や言葉の不安を乗り越え、知識
や技術など多くのことを身に付けることができ
ました。

市長　後輩に一言お願いします。
井�上　自動車関係なので、ものづくりが好きな人
にはぴったりの職場です。入社してからも知識
や技術を学ぶ場があります。地元の会社なので
都会と比べて時間の余裕があり、自然も楽しめ
ます。

　�　「余暇を楽しまないと良い仕事はできない」
という創業者の考えのもと、勤務年数ごとに手
当が支給され、長期休暇を取得できるなど福利
厚生も充実しています。

市長　市の施策で求めるものは？
井�上　雪を活かしたイベントなどを盛り上げてほ
しいと思います。

魚沼から世界に広がるネットワーク
　昭和21年に群馬県桐生市に創業し、多様化する車の市場において「モー
ター・制御・機構」の技術で主に自動車用電装品を製造しています。国内
には主要製品別に7つの工場があり、部品加工から組み立てまで一貫して
生産しています。
　平成3年に設立した新潟工場は、ウォッシャーポンプやパワースライド
ドアが主力製品です。当工場は、インドネシア・中国・ベトナムのマザー
工場として現地工場との交流があり、技術の伝承や人材育成も担っています。
　また、社内でも特に多くの女性が活躍している工場で、従業員の約
40％が女性です。加工機械の操作やフォークリフトを運転するなど、資格取得者も多いです。このよう
な環境の中で、世界一の商品づくりをめざしています。

左から新潟工場�工場長�片桐勉
さん、井上悠さん、林市長

企業募集中　掲載を希望する場合は、商工観光課�商工振興班（☎773－6665）にお問い合わせください。

今の仕事や市の政策などについて語ってもらいました

次世代をつなぐ社員　井上悠
ゆう

さん
市長　出身は？　
井�上　旧大和町です。昔からものづくりが好きで、
県立塩沢商工高等学校を卒業してこの会社に就職
しました。
市長　現在担当している仕事は？
井�上　製造技術課に所属して、部品を作る機械の設
備製作や設備保全、最近では、I

アイオーティー

o T（モノのイ
ンターネット）などを担当しています。
市�長　県外の企業に魅力を感じることもあったと思
いますが、入社してよかったことは？
井�上　正直、初めは県外で働きたいという気持ちが
ありましたが、2年目の時に会社が設置した群馬
県にある認定高等職業訓練校に行くことになりま
した。他の工場の人とつながりが持てたり、自分

シリーズ⑦

株式会社 ミツバ 新潟工場
〒949－7226�南魚沼市山崎新田950番地
☎779－2800　FAX�779－4406

シリーズで、市が誇る優れた技術や人物などを有する企業を紹介します�──────────────

次世代につなげる企業からのメッセージMinami Uonuma NEXT
エム ユー ネクスト
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ど
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乳
幼
児
・
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護
者
ほ
か

費
用　
無
料
（
予
約
不
要
）

プ
ラ
チ
ナ
Ｄ
Ｖ
Ｄ
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映
会

「
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ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
～
エ

デ
ィ
ー
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
の
仕
事

～
」（
４７
分
）
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０
１
５
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カ
ッ
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リ

カ
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歴
史
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な
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日
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表
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戦
術
を
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け
た
名
将
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ズ
の
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と
は
。
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㈭
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時
〜
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時
５０
分

会
場　
図
書
館�

多
目
的
室
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象　
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・
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者

Ｄ
Ｖ
Ｄ
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会

「
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士
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分
）
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ド
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（
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ズ
ニ
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名
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ア
ニ
メ
）
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時　
１２
月
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㈯
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ー
マ
展
示

ク
リ
ス
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を
楽
し
も
う

　
も
う
す
ぐ
ク
リ
ス
マ
ス
。
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リ

ス
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ス
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わ
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や
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ー
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ど
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始
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あ
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だ
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い
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り
ま
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片
付
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除
、
年
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、
お
せ
ち
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ど
新
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え
る
準
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に
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立
つ
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介
し

ま
す
。

　
午
前
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時
３０
分
〜
１１
時
４０
分

会
場　
図
書
館�

多
目
的
室

対
象　
ど
な
た
で
も

絵
本
の
へ
や

　
乳
幼
児
向
け
の
楽
し
い
絵
本
の

読
み
聞
か
せ
を
行
い
ま
す
。

期
日　
毎
週
水
曜
日

　
午
前
１０
時
３０
分
〜
１１
時
３０
分

会
場　
図
書
館�

多
目
的
室
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パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
「
い
な

い
い
な
い
ば
あ
」
な
ど

対
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乳
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・
保
護
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ん
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日
㈰
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前
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時
〜
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時
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分
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書
館�

児
童
コ
ー
ナ
ー

対
象　
乳
幼
児
・
保
護
者
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か

読
書
の
つ
ど
い

ク
リ
ス
マ
ス
劇

日
時　
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月
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日
㈯

　
午
後
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時
〜
３
時
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分
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図
書
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多
目
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室
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ー
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ク
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ク
リ
ス
マ
ス
の
劇
・
合
唱
、

本
の
紹
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か
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児
・
小
学
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保
護
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劇
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部

巡
回
図
書
、
ご
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用
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だ
さ
い
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日
㈭
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塩
沢
図
書
室
の

巡
回
図
書
を
２
０
０
冊
入
れ
替
え

ま
し
た
。
次
回
、
大
和
図
書
室
は

１２
月
１９
日
㈭
に
入
れ
替
え
予
定
で

す
。

「
図
書
館
川
柳
」
募
集

　
本
に
ま
つ
わ
る
川
柳
を
募
集
し

ま
す
。
応
募
作
品
は
館
内
で
掲
示

を
行
い
ま
す
。

テ
ー
マ　
「
本
」

募�

集
期
間　
１２
月
２
日
㈪
〜
令
和

２
年
２
月
３
日
㈪�（
郵
送
必
着
）

応
募
作
品　
１
人
１
作
品

応�

募
方
法　
応
募
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
図
書
館
に
提
出

応
募
用
紙
配
布
場
所

図
書
館
、
各
公
民
館
（
市
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

可
）

応�

募
資
格　
南
魚
沼
市
民

入�

賞　
優
秀
賞
１
人
、佳
作
２
人
、

特
別
賞
（
小
学
生
・
中
学
生
部

門
）
各
２
人
（
賞
状
・
副
賞
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呈
）

表�

彰
式　
令
和
２
年
３
月
１
日
㈰

午
前
１０
時
〜�

多
目
的
室

掲�

示
期
間　
令
和
２
年
３
月
１
日

㈰
〜
３
月
２３
日
㈪

12月の開館日時
南魚沼市 　��月～金9：30～ 20：00（土日祝 19：00まで）�

休館：�5日㈭、19日㈭（図書整理日）
大　和 　��☎777－4671　火～日祝 9：00～ 19：00�

休館：月曜日（祝日の場合は翌日）
塩　沢 　����☎782－0100　9：00～ 20：00（月土日祝 17：00まで）
年末年始の休館 ��南 魚 沼 市：12月31日㈫～１月３日㈮��大和・塩沢：12月29日㈰～１月３日㈮

【申込み・問合せ】南魚沼市図書館　☎773－6677

みんなの 図書館

お
酒
の
飲
み
す
ぎ
注
意
報

～
肝
臓
に
や
さ
し
い
生
活
を
～

　

忘
年
会
シ
ー
ズ
ン
到
来
。

ア
ル
コ
ー
ル
の
適
量
、
休
肝

日
な
ど
、
お
酒
と
健
康
に
つ

い
て
の
本
や
体
に
優
し
い
素

材
を
使
っ
た
お
つ
ま
み
の
本

を
紹
介
し
ま
す
。

明
智
光
秀
の
時
代

　
２
０
２
０
年
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河

ド
ラ
マ
「
麒
麟
が
く
る
」
の

主
人
公
、
明
智
光
秀
に
ま
つ

わ
る
本
を
展
示
し
ま
す
。

そ�
の
他

　
「
本
で
２
０
１
９
年
を
ふ

り
か
え
る
」「
ウ
イ
ン
タ
ー

ス
ポ
ー
ツ
」「
冬
を
元
気
に

過
ご
す
」
な
ど
を
展
示

乳
幼
児
親
子
お
は
な
し
の
会

「
え
ほ
ん
で
あ
そ
ぼ
」

ク
リ
ス
マ
ス
会
！

　
ク
リ
ス
マ
ス
の
絵
本
の
読
み
聞

か
せ
や
ハ
ン
ド
ベ
ル
演
奏
な
ど
を

行
い
ま
す
。
サ
ン
タ
さ
ん
か
ら
プ

レ
ゼ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。

日
時　
１２
月
２０
日
㈮

　
午
前
１０
時
〜
１１
時
３０
分

会
場　
大
和
公
民
館

内�

容　
絵
本
、
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
、

手
袋
人
形
、
ま
ん
ま
る
ち
ゃ
ん
、

手
遊
び
、
歌
、
ハ
ン
ド
ベ
ル
演
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池田記念美術館　所蔵品展
期間　12月6日㈮～ 24日㈫　
　池田記念美術館のコレクションを紹介する展覧会。
ラグーザ・玉や、ブルガリアの画家ヴァシル・ストイ
ロフ、新潟ゆかりの作家として、會

あい

津
づ

八一や良寛、星
襄
じょう

一
いち

など。
ギャラリートーク　12月15日㈰　10：00～ 11：00

版画講座
日時　12月6日㈮、7日㈯、13日㈮（全3回）
　18：00～ 21：00　　講師　坂西徹朗
参加費　6,000円（材料費込み）
　木版画で年賀状を作ります。手作りで心のこもった
年賀状を送りませんか。気軽にご参加ください。

池田記念美術館
開館9：00 ～17：00（入館終了16：30）

12月の休館：毎週水曜日、2日㈪～5日㈭、26日㈭～31日㈫
☎780－4080　FAX�777－3815　URL�http://www.ikedaart.jp
￥�一般500円／高校生以下無料

常設展 　～彫る�摺
す

る�画
か

く～「棟方志功の世界」
企画展 　期間　令和2年2月24日（月・振休）まで

今泉記念館 雪月花展
　雪・月・花をテーマに作品を展示します。雪の清涼
さ、月の柔らかな輝き、花のかれんな美しさを感じて
みませんか。加山又

また

造
ぞう

、伊東深
しん

水
すい

らが描く自然の美し
さをご覧ください。

南国の摩訶不思議な世界
　今ではパプアニューギニアからの持ち出しが禁止さ
れている、貴重な民族美術のコレクションを多数展示。

☎783－4500　FAX�783－3388
URL�http://www.michinoeki-minamiuonuma.jp/imaizumi-kinenkan/
￥�一般500円／小中高250円（市内の小中学生は無料）

開館9：00 ～17：00（入館終了16：30まで）
12月は毎日開館します

今泉記念館アートステーション

11th.うおぬまL
リ リ カ

iricaコンサート
コーラスアラカルト～私の思い出の一曲～
　思い出の曲、懐かしの唱歌メドレーをうおぬま
Liricaと南魚沼市少年少女合唱団が歌いあげます。第
2部は箏

こと

奏者の武
むとうしょうほ

藤祥圃をゲストに美しい音色をお届
けします。日本の音・美の世界をお楽しみください。
日時　12月8日㈰　14：00～（開場13：30～）
会場　市民会館�多目的ホール
料金　全席自由　1,000円（当日1,200円）、
　高校生以下無料（要整理券）
問合せ　南魚沼市民合唱団うおぬまLirica
　☎090－7231－7521（志太）
冬期割引を行います
　冬期間の会場利用料と付属設備利用料が営利目的な
どの催しを除き、通常の8割相当額となります。ぜひ、
ご利用ください。※詳しくは、市民会館まで
期間　12月1日㈰～令和2年3月31日㈫

南魚沼市民会館
受付8：30 ～ 17：15

12月の休館：毎週月曜日、29日㈰～31日㈫
☎773－5500　FAX�772－8161　URL�http://www.6bun.jp/kaikan/

富岡惣一郎　没後25周年「私は鳥になった」
期間　令和2年3月16日㈪まで
　富岡惣一郎は雪舟の「天橋立
図」をヒントに、空からの取材
「バーズアイ」を思いつき、地上
からは見ることができない険しく
も雄大な自然を描いてきました。
バーズアイによって描かれた作品
を中心に初期から晩年までの作品
を展示。

同時開催　トミオカ南魚県展2019
期間　12月24日㈫まで
　第74回新潟県美術展覧会（県展）で入選した市
内・湯沢町在住者の作品を展示。

観覧無料　ラウンジ展 12月
市民ギャラリー 　「松田昇写真展」
城内さんぽ～ふるさと歳時記～
　城内の歳時記を井口亘

わたる

さん（城内出身）のイラスト
で紹介します。

トミオカホワイト美術館
開館10：00～ 17：00（入館終了16：30）
12月の休館：毎週水曜日、26日㈭～31日㈫

☎775－3646　FAX�775－3650　URL�http://www.6bun.jp/white/
￥�一般500円／小中高250円（市内の小中学生は無料）

北越雪譜いろはかるたから
「ちりぬるを」の「り」は
「竜
りゅう

燈
とう

�不思議に光る�龍神の祈り」
　龍神が神様に捧げる光を竜燈と
いい、八海山の頂上では8月1日
に現れると伝えられています。

鈴木牧之記念館
開館9：00 ～16：30

12月の休館：毎週火曜日、4日㈬、5日㈭、25日㈬～31日㈫
☎ ・ FAX 782－9860� URL�http://www.6bun.jp/bokushi/
￥�大人500円／小中高250円（市内の小中学生は無料）

市民無料の日：8日㈰

富士山（赤富士）
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公益財団法人 南魚沼市文化スポーツ振興公社 スポーツ振興係

〒949－6611 南魚沼市坂戸372　ディスポート南魚沼内　ディスポート☎773－6620　スポパラ☎773－3210

コース 開催曜日・時間 対象者：対象 ・内容：内容
受　講　料

会　員 一　般

水　
　
　
泳　
　
　
教　
　
　
室

親　子 土曜日�19：00 ～ 19：50
対象 �令和２年１月31日㈮時点で３歳以上の

オムツがとれている未就学児と保護者
内容 親子で水慣れ

保護者が
会員の場合
親子新規
1,540円
幼児新規
820円
再受講
3,080円

1教室
につき
5,650円

ミニアクア
のみ

3,080円

幼　児
水曜日～土曜日
全5コース
※時間は曜日で異なります

対象 �令和２年１月31日㈮時点で５歳以上の
未就学児

内容 水慣れから初歩のクロール

初　級
水曜日～土曜日
全7コース
※時間は曜日で異なります

対象 �小学生
内容 �水慣れ・顔つけから、中級コースをめざ

す 新規
無�料

再受講
3,080円

JSC会員
3,600円

2教室目
から
3,080円

ミニアクア
が2教室目
か再受講
の場合
2,050円

中級・上級（小中学生の経験者が対象）も募集します

レディース 火曜日�11：00 ～ 12：00
木曜日�11：00 ～ 12：00

対象 �16歳以上の女性
内容 クロールが泳げるように

一　般
水曜日�19：00 ～ 20：00 対象 �中学生以上

内容 顔つけ・水慣れから

金曜日�13：00 ～ 14：30 対象 �16歳以上
内容 4泳法の上達

シニア 水曜日�14：00 ～ 15：00 対象 �おおむね60歳以上
内容 水泳による筋力・体力づくり

水
中
運
動
教
室

エンジョイ
アクア 火曜日�20：10 ～ 21：00

対象 �16歳以上
内容 �水の抵抗を利用した筋力アップ、体力

アップ

アクアエク
ササイズ 水曜日�11：10 ～ 12：00

ミニアクア 木曜日�14：20 ～ 14：50
水中歩行 金曜日�11：00 ～ 12：00

締切り　12月11日㈬　21：30
申�込み　ディスポート南魚沼に用意してある申込み用紙とハガキに必要事項を記入し、
フロントに提出　※電話での申込みはできません

選�考方法　申込みが定員を超えた場合、12月13日㈮�17：00からディスポート南魚沼
2階�ロビーで抽選を行い、結果をハガキでお知らせします。

第3期（1月～ 3月）水泳教室 参加者募集

新規 �今年度初めて参加する人　再受講 �第1期か第2期に参加していた人　 JSC会員 �ジュニアスポーツクラブ会員
・上記受講料のほかに、プール入場料が別途必要（お得な定期券あり）
・教室は、都合で日程・回数・料金などを変更する場合あり。教室の内容などは、スポパラ事務局まで
・�未就学児は、保護者がスポーツパラダイス会員の場合、会員料金を適用（ディスポート定期券購入時も、会員割
引を適用）
・��締切り後、空きのある教室は、12月14日㈯�9：00 ～ 28日㈯�17：00に先着順で追加募集を実施（2教室目の受
講も可能）

12月の休館日  毎週月曜日
整備休館  12月29日㈰～

　令和2年1月3日㈮
※ 12月25日㈬～ 28日㈯の営業

は、9：00 ～ 17：00。プールの
利用不可

ディスポート南魚沼
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コース 期　間 開催曜日・時間 参加対象者 回　数
受　講　料

会　員 一　般

ビーバー
（通年）
後期

1月～ 3月

土曜日
10：00～ 10：50

年齢 ��小学生以上
泳力 �面かぶりクロールで

7ｍ以上泳げること （全45回）
後期
11回

後期
3,080円

JSC会員
後期
4,620円

後期
6,170円

イルカ 木曜日
20：00～ 21：00

年齢 ��小学生以上
泳力 �2泳法で25ｍ以上

泳げること
・上記受講料のほかに、プール入場料が必要（お得な定期券あり）
・教室は、都合で日程・回数・料金などを変更する場合あり。教室の内容などは、スポパラ事務局まで

長期スイミングスクール（通年）　参加者募集

締切り　12月7日㈯　21：30
申�込み　ディスポート南魚沼に用意してある申込み用紙に必要事項を記入し、フロン
トに提出　※電話での申込みはできません

選考方法　12月10日㈫�19：00から泳力テストを行います（入場料無料）

ディスポート南魚沼　トレーニングマシン使用法講習会
　油圧抵抗式マシンの使い方説明会です。マシンは、どなたでも簡単に利用できます。
日時　12月15日㈰　12：00～ 13：30　　会場　ディスポート南魚沼1階�トレーニングルーム
対象　中学生以上　　定員　6人（先着順）　
受講料　会員：無料、一般：200円　※施設利用料300円が別途必要（定期券可）
持ち物　運動着、室内用シューズ、タオル、飲み物　　申込み　ディスポート南魚沼（電話申込み可）

心豊かな子育て教室
� 【問合せ】社会教育課�生涯学習班
� ☎773－6610

　子育てのわ（輪・和・話）を広げよう。気軽にご
参加ください。初めての人、里帰りの人、上の子
を連れた人、おじいちゃん・おばあちゃんも大歓迎
です。お住いの地域以外の会場にも参加できます。
共通事項
対象　0～ 3歳の乳幼児とその保護者など
参加費　1人10円（保険料）
申込み　不要。直接会場まで。
※動きやすい服装でおこしください
�冬の親子サロン�第1回�
日時　12月20日㈮　10：00～ 11：30
　（受付�9：30 ～）
会場　市民会館�ホワイエ
内�容　クリスマスベルを作ろう！�ティータイム
もあります

�五十沢地区�第2回そだち学級�
日時　12月14日㈯　10：00～ 11：30
　（受付�9：30 ～）

会場　五十沢地域開発センター
内容　クリスマス会
�大和地域�第3回そだち学級�
日時　12月14日㈯　10：00～ 11：30
　（受付�9：30 ～）
会場　大和公民館
内�容　「たのしいクリスマス～サンタとあそぼう
～」プレゼントがあります

第62回雪譜まつり俳句大会作品募集
� 【問合せ・申込み】塩沢公民館
� ☎782－0100

　鈴木牧之の功績にちなんだ雪譜まつり俳句大会
に、参加してみませんか。
　小学生から高齢者まで、初参加でも大歓迎です。
ぜひ、ご参加ください。
募集作品　「冬季雑詠」2句1組（複数の応募も可）
応募方法　大会要項による
※要項は塩沢公民館まで
応募料　1組1,000円　
締切り　12月25日㈬必着
発表　令和2年2月16日㈰
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【
問
合
せ
】
農
林
課�

農
業
振
興
係

�

☎
７
７
３

－

６
６
６
３

南
魚
沼
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
の

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
動
画
が
完
成

　
み
な
み
魚
沼
農
業
協
同
組
合
青
年
部
を

中
心
に
、
管
内
在
住
の
若
手
農
業
者
が
協

力
し
、
若
手
な
ら
で
は
の
新
し
い
発
想
で

南
魚
沼
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
動
画
「
農�

Ｋノ

ウ

Ｎ
Ｏ
Ｗ�

Ｔ
ザＨ
Ｅ�

Ｆフ
ュ
ーＵ

Ｔチ

ャ

ー

Ｕ
Ｒ
Ｅ
」
を
制
作
し
ま
し
た
。
２０
台
の

コ
ン
バ
イ
ン
で
、
一
斉
に
稲
刈
り
を
す
る

様
子
は
壮
観
で
す
。

　

若
手
農
業
者
が
自
ら
企
画
、
出
演
し
、

市
内
を
活
動
拠
点
と
す
る
若
手
ク
リ
エ
イ

タ
ー
陣
が
撮
影
や
編
集
、
デ
ザ
イ
ン
、
音

楽
な
ど
を
担
当
し
ま
し
た
。

　
制
作
し
た
動
画
は
、
動
画
共
有
サ
イ
ト�

Ｙユ

ー
ｏ
ｕ
Ｔチ

ュ

ー

ブ

ｕ
ｂ
ｅ
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
社
会
教
育
課

　
郷
土
史
編
さ
ん
係

�
☎
７
７
３

－

２
１
９
７

郷
土
資
料

�

あ
れ
こ
れ
85

や
農
作
業
で
使
う
む
し
ろ
、
米
俵
、
カ
マ

ス
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
わ
ら
細
工
を
作
り
ま

し
た
。カ
マ
ス
は
、わ
ら
で
作
っ
た
む
し
ろ

を
袋
状
に
し
た
も
の
で
、
炭
や
穀
物
の
保

管
に
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
れ

ら
の
わ
ら
細
工
の
売
り
上
げ
は
、
農
家
の

貴
重
な
現
金
収
入
源
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
昭
和
２９
年
の
経
済
連
魚
沼
支
部
の
カ
マ

ス
の
生
産
目
標
は
４５
万
枚
で
し
た
。
１
枚

当
た
り
の
価
格
は
４５
円
程
度
だ
っ
た
そ
う

で
す
。

　
写
真
③
は
、
産
卵
の
た
め
に
川
を
上
っ

て
く
る
サ
ケ
に
カ
ギ
針
を
ひ
っ
か
け
て
捕

獲
す
る
サ
ケ
漁
の
様
子
で
す
。
撮
影
は
、

魚
野
川
で
昭
和
３６
年
１１
月
下
旬
ご
ろ
で
す
。

１２
月
も
半
ば
を
迎
え
る
と
漁
の
時
期
は
終

わ
り
と
な
り
ま
す
。
こ
の
年
は
雨
が
多
く
、

川
の
水
量
が
減
ら
ず
、
サ
ケ
の
遡そ

上じ
ょ
うす

る
数
は
少
な
く
、１
日
の
漁
で
２
〜
４
匹
が

と
れ
れ
ば
良
い
ほ
う
だ
っ
た
と
い
い
ま
す
。

写
真
①　
採
取
し
た
イ
ナ
ゴ
の
整
理

写
真
②　
カ
マ
ス
織
の
様
子

写
真
③　
サ
ケ
漁
の
様
子

《
参
考
資
料
》「
魚
沼
新
報
」

写
真
は
個
人
所
有

　
こ
れ
ま
で
に
冬
・
春
・
夏
の
風
景
を
紹

介
し
て
き
ま
し
た
。
今
回
は
、
秋
か
ら
冬

に
か
け
て
の
昔
の
風
景
を
紹
介
し
ま
す
。

　
写
真
①
は
、
イ
ナ
ゴ
を
採
取
し
た
時
の

様
子
で
す
。
稲
に
と
っ
て
は
害
虫
で
あ
り
、

駆
除
に
頭
を
悩
ま
せ
る
イ
ナ
ゴ
で
す
が
、

貴
重
な
タ
ン
パ
ク
源
と
し
て
採
取
も
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

　
六
日
町
小
学
校
で
児
童
の
採
取
す
る
イ

ナ
ゴ
の
売
れ
行
き
は
、
例
年
好
調
で
、
多

く
の
注
文
の
予
約
が
学
校
に
寄
せ
ら
れ
た

そ
う
で
す
。
昭
和
２８
年
の
売
り
上
げ
は
３

５
，０
０
０
円
も
あ
り
、
電
気
蓄
音
機
の

購
入
費
、
各
学
級
の
図
書
費
な
ど
に
充
て

ら
れ
ま
し
た
。
昭
和
２９
年
は
１０
月
１９
日
か

ら
捕
り
は
じ
め
、
児
童
は
毎
日
午
前
８
時

か
ら
１
時
間
半
く
ら
い
、
地
区
ご
と
に
分

か
れ
作
業
に
あ
た
り
ま
し
た
。
同
月
２２
日

ま
で
に
採
取
し
た
イ
ナ
ゴ
は
８
石
を
超
え
、

そ
の
売
り
上
げ
金
額
は
２
５
，０
０
０
円

と
な
り
、
使
い
道
は
、
生
徒
会
会
議
で
決

定
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

　
写
真
②
は
、
わ
ら
細
工
の
作
製
の
様
子

で
す
。
農
家
の
冬
期
間
の
大
切
な
仕
事
に

わ
ら
加
工
が
あ
り
ま
し
た
。
普
段
の
生
活

動画サイトの
ＱＲコード
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受付・診療時間 　午前：月曜～土曜　〔受付〕 8：30～ 11：30　〔診療〕 9：00～
　　　　　　　　　午後：月曜～金曜　〔受付〕11：30～ 16：00　〔診療〕14：00～
●第２月曜日は田中先生の診療となります。�【問合せ】城内診療所　☎775－2009　　　　　　　

月 火 水 木 金 土 日
午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 休診日

◎城内診療所では、自宅まで無料で送迎します。
　送迎希望は、電話か窓口でお申し込みください。（送迎は午前中のみ）　　　　　

１日

休診

２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 ８日

髙　橋 田　中 髙　橋 髙　橋 髙橋
堀内（午前） 休　診 休診

９日 10日 11日 12日 13日 14日 15日

●田　中 田　中 松　田 髙　橋 髙　橋 福本 休診 休診

16日 17日 18日 19日 20日 21日 22日

髙　橋 田　中 髙　橋 髙　橋 髙　橋 休　診 休診

23日 24日 25日 26日 27日 28日 29日

髙　橋 田　中 松　田 髙　橋 髙　橋 福本 休診 休診

30日 31日

休　診 休　診

12月の城内診療所 診療担当医師（予定表）

【
問
合
せ
】
保
健
課

�
☎
７
７
３

－

６
８
１
１

日
本
脳
炎
予
防
接
種
未
完
了
者

の
保
護
者
の
み
な
さ
ん
へ

　
日
本
脳
炎
予
防
接
種
は
、
市
報
６
月

１
日
号
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
が
、

ま
だ
、
規
定
の
回
数
を
接
種
し
て
い
な

い
子
ど
も
が
多
く
い
ま
す
。

　
平
成
１１
年
４
月
２
日
〜
平
成
１９
年
４

月
１
日
生
ま
れ
の
子
ど
も
の
接
種
期
限

は
２０
歳
の
誕
生
日
の
前
日
ま
で
で
す
。

忘
れ
ず
に
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。
接
種

す
る
間
隔
は
、
保
健
課
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

　
平
成
１９
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ

た
子
ど
も
は
、
７
歳
半
に
な
る
前
に
１

期
３
回
（
一
部
特
例
あ
り
）、
９
歳
〜

１３
歳
で
２
期
１
回
の
接
種
が
必
要
で
す
。

※�

ワ
ク
チ
ン
は
、
接
種
の
差
し
控
え
が

あ
っ
た
時
と
は
別
の
ワ
ク
チ
ン
で
す

規
定
回
数

１
期　
初
回
２
回
・
追
加
１
回

　
（
計
３
回
）

２
期　
１
回
の
み

※
母
子
健
康
手
帳
を
ご
確
認
く
だ
さ
い

　
接
種
券
が
な
い
場
合
は
、
母
子
健
康

手
帳
を
持
参
し
て
、
保
健
課
、
総
合
窓

口
、
大
和
・
塩
沢
市
民
セ
ン
タ
ー
で
再

発
行
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　

�

南
魚
沼
地
域
振
興
局�

健
康
福
祉

環
境
部�

地
域
保
健
課

�

☎
７
７
２

－

８
１
３
７

心
の
健
康
相
談
会

　
「
眠
れ
な
い
」「
不
安
」「
閉
じ
こ
も

り
が
ち
だ
」「
更
年
期
の
せ
い
か
気
持

ち
が
沈
む
」「
お
年
寄
り
の
も
の
忘
れ
」

「
認
知
症
」
な
ど
…

　
こ
れ
ら
の
悩
み
を
お
持
ち
の
人
や
そ

の
家
族
な
ど
の
相
談
に
、
専
門
医
（
精

神
科
）
が
応
じ
ま
す
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

は
守
ら
れ
ま
す
。

日
時　
１２
月
１７
日
㈫

　
午
後
２
時
〜
４
時

会�

場　
湯
沢
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
〔
湯
沢
町
大
字
湯
沢
〕

費
用　
無
料

申
込
み　
事
前
の
予
約
が
必
要

※�

精
神
科
の
主
治
医
が
い
る
場
合
は
、

相
談
し
て
か
ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い南魚沼地域自殺対策キャッチフレーズ
育てます 命を守る 地域の絆

きづなちゃん
こころちゃん
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【
問
合
せ
】
議
会
事
務
局

�

☎
７
７
３

－

６
６
５
０

市
議
会
を
傍
聴
し
て
み
ま
せ
ん
か

　
１２
月
２
日
㈪
か
ら
南
魚
沼
市
議
会
の
本

会
議
が
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。
誰
で
も

傍
聴
で
き
、
途
中
で
入
退
場
が
で
き
ま
す
。

こ
の
機
会
に
議
会
を
傍
聴
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

会
場　
本
庁
舎
３
階�

議
場

日
程
（
予
定
）

１２
月
２
日
㈪　

　
市
長
所
信
表
明
・
議
案
審
議
ほ
か

１２
月
４
日
㈬
～
６
日
㈮

　
常
任
委
員
会

１２
月
９
日
㈪
～
１１
日
㈬

　
一
般
質
問

１２
月
１３
日
㈮

　
委
員
長
審
査
報
告
・
議
案
審
議

※�

日
程
は
１１
月
２２
日
㈮
に
正
式
決
定
し
ま

す
。
詳
し
く
は
、
議
会
事
務
局
ま
で
。

日
程
の
詳
細
と
一
般
質
問
通
告
内
容
は

市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
す
る
ほ
か
、

一
般
質
問
当
日
に
通
告
内
容
を
ま
と
め

た
冊
子
を
受
付
（
閉
庁
後
は
宿
直
窓

口
）
で
配
布
し
ま
す

【
問
合
せ
】
消
防
本
部�

予
防
課

�

☎
７
８
２

－

５
３
３
０

防
火
標
語
・
ポ
ス
タ
ー
を
展
示
し
ま
す

　
南
魚
沼
幼
少
年
婦
人
防
火
委
員
会
で
は
、

み
な
さ
ん
か
ら
応
募
い
た
だ
い
た
防
火
標

語
・
ポ
ス
タ
ー
の
作
品
の
中
か
ら
、
優
秀

作
品
を
展
示
し
ま
す
。

　
優
秀
作
品
は
、
来
年
度
の
防
火
ス
ロ
ー

ガ
ン
と
し
て
南
魚
沼
地
域
の
火
災
予
防
運

動
な
ど
に
活
用
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
覧
く

だ
さ
い
。

塩
沢
公
民
館　
１２
月
３
日
㈫
〜
９
日
㈪

市
民
会
館　
１２
月
１０
日
㈫
〜
１８
日
㈬

【
問
合
せ
・
申
込
み
】
南
魚
沼
地
域
振

興
局�

農
林
振
興
部�
企
画
振
興
課

�

☎
７
７
２

－

３
９
１
８

に
い
が
た
「
な
り
わ
い
の
匠
」

認
定
制
度
説
明
会
を
開
催

　
新
潟
県
で
は
、
農
林
漁
村
体
験
の
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
期
待
さ
れ
る
人
材

を
『
に
い
が
た
「
な
り
わ
い
の
匠
」』
と

し
て
認
定
し
て
い
ま
す
。
南
魚
沼
地
域
で

は
、
１
４
８
人
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
「
な
り
わ
い
の
匠
」
の
認
定
を
受
け
た

い
人
や
興
味
が
あ
る
人
を
対
象
に
、
説
明

会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　
１２
月
１２
日
㈭　
午
後
４
時
〜
５
時

会
場　
南
魚
沼
地
域
振
興
局�

３
階

　
第
３
会
議
室

締
切
り　
１２
月
１０
日
㈫

申
込
み　
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※�

新
潟
県
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
「
な
り
わ
い

の
匠
」
の
説
明
や
認
定
者
を
公
開
し
て

い
ま
す
（「
な
り
わ
い
の
匠
」
で
検
索
）

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

�

☎
７
７
２

－

２
５
４
１

弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

　
マ
ル
チ
商
法
や
資
格
商
法
に
よ
る
消
費

者
ト
ラ
ブ
ル
、
多
重
債
務
、
不
動
産
、
相

続
、
離
婚
な
ど
の
法
律
問
題
に
、
弁
護
士

が
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時　
１２
月
１９
日
㈭

　
午
後
１
時
３０
分
〜
４
時

会
場　
本
庁
舎�

南
分
館
１
階�

　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

定
員　
５
人

※
相
談
時
間
は
１
人
約
３０
分

締
切
り　
１２
月
１８
日
㈬　
正
午

申
込
み　
電
話
で
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

※�

弁
護
士
と
の
相
談
時
間
を
有
効
に
使
え

る
よ
う
、
申
込
み
時
に
相
談
員
が
概
要

を
伺
い
ま
す
。
相
談
内
容
に
よ
っ
て
は
、

お
受
け
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、
多
重
債
務

も
含
め
、
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
の
相
談
に
応

じ
ま
す
。
身
近
な
相
談
窓
口
と
し
て
、
気

軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
セ
ン
タ
ー

�

☎
７
７
３

－

６
６
１
１

若
者
支
援
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
開
催

　
「
気
持
ち
を
う
ま
く
伝
え
ら
れ
な
い
」

「
対
人
関
係
を
円
滑
に
取
れ
な
い
」
な
ど

の
悩
み
や
苦
手
感
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
少
人
数
グ
ル
ー
プ
で
ゲ
ー
ム
感
覚
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
体
験
し
ま
す
。
い

ろ
い
ろ
な
考
え
方
や
感
じ
方
に
触
れ
な
が

ら
、
人
と
交
流
す
る
楽
し
さ
を
感
じ
て
み

ま
せ
ん
か
。

日
時　
１２
月
１９
日
㈭

　
午
後
２
時
〜
３
時
３０
分

会�

場　

子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
セ
ン

タ
ー
２
階�

音
楽
室

対�

象　
市
内
在
住
の
義
務
教
育
終
了
〜
３９

歳
の
若
者

締
切
り　
１２
月
１７
日
㈫

申
込
み　
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

ご
厚
意
に
感
謝
し
ま
す　

　

八
海
山
尊
神
社
社
務
所
様
か
ら
、

１
０
０
，０
０
０
円
を
ご
寄
付
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
ご
厚
意
に
沿
う
よ
う
、
有
効
に
使

わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

市
な
ど
か
ら
の
お
知
ら
せ

掲
示
板
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【
問
合
せ
】
市
民
課�

市
民
班

�

☎
７
７
３

－

６
６
６
１

パ
ス
ポ
ー
ト
申
請
は
お
早
め
に

　
パ
ス
ポ
ー
ト
の
作
成
に
は
、
土
・
日
曜

日
、
祝
日
を
除
い
て
８
日
間
か
か
り
ま
す
。

　

年
内
に
パ
ス
ポ
ー
ト
が
必
要
な
人
は
、

１２
月
１８
日
㈬
午
後
５
時
ま
で
に
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

　
年
内
の
受
け
取
り
は
、
１２
月
２７
日
㈮
午

後
５
時
ま
で
で
す
。

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
新
潟
県
立
魚
沼
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

�

☎
０
２
５－

７
９
４－

２
４
１
０

魚
沼
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

令
和
２
年
１
月
入
校
生
募
集

事
務
基
本
科
２
期

（
育
児
等
両
立
コ
ー
ス
）

対�

象　
パ
ソ
コ
ン
操
作
や
ソ
フ
ト
の
基
本

を
習
得
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
を
学
び
、

就
職
を
希
望
す
る
人

期�

日　
令
和
２
年
１
月
２４
日
㈮
〜
４
月
２３

日
㈭
（
土
・
日
曜
日
と
祝
日
を
除
く
）

時
間　
午
前
１０
時
〜
午
後
２
時
４０
分

会
場　
株
式
会
社
エ
ム
・
エ
ス
オ
フ
ィ
ス

イ
オ
ン
小
千
谷
店
内�

特
別
研
修
室

〔
小
千
谷
市
大
字
平
沢
新
田
〕

定
員　
１５
人

受�

講
料　
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
、
検
定
受

験
料
な
ど
の
自
己
負
担
あ
り
）

締
切
り　
１２
月
２６
日
㈭

申
込
み　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
南
魚
沼

【
問
合
せ
】
新
潟
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合�

総
務
課�

企
画
係

�

☎
０
２
５－

２
８
５－

３
２
２
１

　
市
民
課�

国
保
年
金
係

�

☎
７
７
３

－
６
６
６
１

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト（
意
見
募
集
）

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

第
３
次
広
域
計
画
改
正
（
案
）

　

第
３
次
広
域
計
画
を
改
正
す
る
た
め
、

改
正
案
を
公
表
し
、
み
な
さ
ん
の
意
見
を

計
画
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
意
見
を
募
集

し
ま
す
。

閲
覧
・
意
見
募
集
期
間

　
１２
月
５
日
㈭
〜
２７
日
㈮

閲
覧
窓
口

・
市
民
課�

国
保
年
金
係

・�

新
潟
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

そ�

の
他　
詳
し
く
は
、
新
潟
県
後
期
高
齢

者
医
療
広
域
連
合
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご

覧
く
だ
さ
い

【
問
合
せ
】
保
健
課

�

☎
７
７
３

－

６
８
１
１

献
血
活
動
に
対
し

厚
生
労
働
大
臣
か
ら
感
謝
状
の
贈
呈

　
医
療
法
人
越
南
会
〔
五
日
町
〕
に
、
厚

生
労
働
大
臣
か
ら
感
謝
状
の
贈
呈
が
あ
り

ま
し
た
。

　
医
療
法
人
越
南
会
は
、
五
日
町
病
院
を

会
場
に
、
平
成
３
年
度
か
ら
毎
年
継
続
し

て
献
血
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
表
彰

は
、
長
年
に
わ
た
る
献
血
事
業
へ
の
協
力

と
、
献
血
の
推
進
に
貢
献
し
た
功
績
が
認

め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

【
問
合
せ
】

　
八
色
の
森
公
園
管
理
事
務
所

�

☎
７
８
０

－

４
５
６
０

八
色
の
森
か
ら 

⑳

　
公
園
や
周
辺
で
見
ら
れ
る
生
物
な

ど
を
紹
介
し
ま
す
。

ハ
ク
セ
キ
レ
イ

　
セ
キ
レ
イ
の
仲
間
は
、
尾
羽
根
を
上
下

に
揺
ら
し
な
が
ら
歩
く
の
が
特
徴
で
す
。

八
色
の
森
公
園
で
は
、
ハ
ク
セ
キ
レ
イ
、

セ
グ
ロ
セ
キ
レ
イ
、
キ
セ
キ
レ
イ
の
３
種

が
見
ら
れ
ま
す
。
中
で
も
ハ
ク
セ
キ
レ
イ

は
光
の
池
や
自
遊
池
の
周
囲
で
よ
く
見
ら

れ
ま
す
。
顔
が
白
く
、
過か

眼が
ん

線せ
ん

（
目
を
通

る
線
状
の
模
様
の
こ
と
）
が
黒
い
の
が
特

徴
で
す
。

　
ハ
ク
セ
キ
レ
イ
は
、
以
前
は
北
海
道
や

本
州
の
北
に
い
た
鳥
で
次
第
に
南
へ
分
布

を
広
げ
、
今
で
は
九
州
に
も
生
息
し
て
い

ま
す
。
も
と
も
と
新
潟
県
に
い
た
の
は
、

顔
が
黒
く
て
眉
（
額
の
部
分
）
が
白
い
セ

グ
ロ
セ
キ
レ
イ
で
す
が
、
今
は
次
第
に
数

が
減
っ
て
き
て
い
る
よ
う
で
す
。
キ
セ
キ

レ
イ
は
主
に
山
地
に
生
息
し
て
い
ま
す
が
、

時
折
公
園
に
や
っ
て
き
ま
す
。

　
ハ
ク
セ
キ
レ
イ
は
池
や
川
だ
け
で
な
く
、

人
工
的
な
水
た
ま
り
に
も
よ
く
来
ま
す
。

冬
季
間
は
、
駐
車
場
の
融
雪
パ
イ
プ
の
わ

ず
か
な
水
た
ま
り
に
ま
で
訪
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

ハクセキレイ

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
秘
書
広
報
課�

秘
書
広
報
班

�

☎
７
７
３

－

６
６
５
８

市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

バ
ナ
ー
広
告
主
募
集

　
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
お
け
る
、
有

料
バ
ナ
ー
広
告
主
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

費
用　
１
枠
１
０
，０
０
０
円

　
（
月
額
、
税
込
み
）

※�

詳
し
く
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
秘
書

広
報
課
ま
で
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市などからのお知らせ  掲示板



� News�Plaza

　市の優良工事・優秀技術者表彰要綱に基づき、市が発注し、平成30年度に完成した公共工事で、特に
優秀な成績をおさめた4工事と、4人の技術者に表彰状を授与しました。（掲載順不同）

� 【問合せ】財政課　契約検査班　☎773－6671

11月18日㈪ 優良工事・優秀技術者表彰式 優良工事4件・優秀技術者4人を表彰

◆優良工事（写真前列左から）
　（中央左は林市長）
・行方孝夫さん、井口登さん［工事①］
・角山登

とう

一
いち

郎
ろう

さん［工事②］
・割田賢一さん［工事③］
・青木弘さん［工事④］
◆優秀技術者（写真後列左から）
・片桐美知明さん［工事①］
・角山貞雄さん［工事②］
・今井伸介さん［工事③］
・上村孝之さん［工事④］

おおまき小学校大規模改造（建築）工事 �①
受�注者　山﨑組・新潟砂利建設工業特定共同企業体�
優秀技術者　片桐�美

み

知
ち

明
あき

さん
受�賞理由　中学校から小学校へ使用形態が変わると
いう特殊な状況を十分理解し、施工改善の提案・
実施が行われ、細部にわたって使いやすい仕上が
りとなった優れた施工が評価されました。

市道茗荷沢新田2号線他配水管布設替工事 ��②
受注者　新潟セルテック建設�株式会社
優秀技術者　角

かく

山
やま

�貞雄さん
受�賞理由　事前に工事影響の十分な検討がなされ、
積極的に地元調整を行い、施工にあたっても多く
の提案がありました。現場の仕上がりも良好で、
施工管理内容も優れていた点が評価されました。

市道滝谷大木六線道路改良工事 �④
受注者　株式会社�元店建設�
優秀技術者　上村�孝之さん
受�賞理由　現場内に支障となる電柱や埋設管が多数
あり、その移設に期間を要しながらも、作業可能
箇所を探り、完成に向け現場管理や工程管理を行
い、優れた出来ばえになったことが評価されました。

伊田川橋3�上部工架け替え工事（長寿命化）�③
受注者　株式会社�割田組
優秀技術者　今井�伸介さん
受�賞理由　河川内の工種を増水時期までに完了させ
る必要がある極めて工程管理の難しい現場であり
ながら、段取りよく施工を調整し、品質や出来形
管理も的確に行った優れた施工が評価されました。
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みなみうおぬまニュースプラザ

六日町駅前通りと兼続通りで街頭防火パレードを開催しました11月11日㈪
　秋の全国火災予防運動に合わせ、一日消防署長に任命された市
立総合支援学校高等部の太田尚吾さんと田村郁人さん、たんぽぽ
保育園の園児たちが、六日町駅前通り、兼続通りで街頭防火パ
レードを実施しました。
　パレードの出発前に本庁舎前で、年長園児による踊りが披露さ
れました。園児たちは商店街の店舗で働く人や通行する人たちに、
元気よく火災予防を呼びかけながらパレードしました。

令和元年度 南魚沼地域合同除雪出動式を開催しました10月28日㈪
　塩沢除雪ステーションを会場に、初めての南魚沼地域合同の除
雪出動式を開催しました。今年は、南魚沼地域の高度な除雪体制
をアピールし、雪国の魅力を発信することと、次世代を担う子ど
もたちに雪国の暮らしを守る除雪作業へ理解と誇りを持ってもら
うため、南魚沼地域の各道路管理者と除雪作業従事者、上関小学
校の児童と上関保育園の園児など、約150人が参加しました。
　除雪作業の安全と感謝の気持ちを込めて、代表の上関小学校4
年生から除雪車の鍵が渡され、上関保育園の園児から市内の保育
園児が制作した445個のメッセージ付きクリスマスリースが贈
られました。

第15回南魚沼市縦断駅伝大会を開催しました10月27日㈰
　大原運動公園から大和公民館までの全長32.3キロメートル、8
区間を競い合う、南魚沼市縦断駅伝大会を開催しました。
　スタート前から降っていた雨も途中で止み、過去最多となる
119チームの選手たちは、1本のタスキに思いを託して市内を駆
け抜けました。
　ゲストとして、新潟大学自転車競技部のみなさんが全区間を先
導しました。南魚沼市交流大使で南魚沼グルメマラソンなどをプ
ロデュースしている福田六

りっ

花
か

さんは、チームを組んで参加し、ア
ンカーとして第8区を走りました。全力で走る選手たちに、沿道
からは大きな声援が送られました。

株式会社プリンスホテルから寄付金が贈呈されました10月25日㈮
　本庁舎で、株式会社プリンスホテル�取締役常務執行役員の岡
本祐

ひろ

幸
ゆき

さんと、同社フロンティアビジネス事業部長の田嶋教
のり

央
ひさ

さ
んが出席し、株式会社プリンスホテルが販売する「南魚沼のおい
しい湧き水」の売上金の一部を寄付されました。定期的に寄付金
をいただいていましたが、今回の寄付で合計額が1,000万円に達
しました。
　林市長は「多年にわたり、多大なご寄付をいただき感謝申し上
げます。寄付金は、市内の自然環境の保全に有効に活用させてい
ただきます」と感謝の気持ちを伝え、自然環境の保全に大きく貢
献したことに対し感謝状を渡しました。
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月12 のカレンダー

行政
困りごと

相談

行政相談は、行政相談委員が、国の行政に関する相談
を聞き、制度や運営の改善に生かすための仕組みです。
※定例相談は毎月１回、第３水曜日に開催します
12月18日㈬ 13：00 ～ 15：00 市役所本庁舎南分館
【問合せ】総務課�防災庶務班� ☎773－6660

救急医療のかかり方
①�電話をかける
　次の病院に電話で症状を伝えてくだ
さい。重症（意識がないなど）の場合
は119番で救急車を呼んでください。
⃝南魚沼市民病院　☎788－1222
⃝魚沼基幹病院　　☎777－3200
⃝齋藤記念病院（脳神経外科救急）　☎773－5111
※電話のかけまちがいにご注意ください
②�指示通りに受診する
・�電話での指示に従って受診してください。
・�スタッフの状況や症状などに応じて、他の医療機関
を案内する場合があります。

・�緊急度や重症度の高い順に対応するため、診察の順
番が前後し、待ち時間が長くなる場合があります。

・�休日・夜間は検査や人員体制が十分ではないので、
できるだけ通常の診療時間内に受診してください。

⃝新潟県『救急医療電話相談』
　☎025－284－7119（#7119でも可）
　夜間に具合が悪くなったとき（発熱、頭痛、おう吐、
下痢など）にご利用ください。
⃝新潟県『小児救急医療電話相談』
　☎025－288－2525（#8000でも可）
　夜間に子ども（15歳未満）の具合が悪くなったと
き（発熱、けがなど）にご利用ください。
時間　19：00～翌朝8：00（毎日）
【問合せ】保健課　☎773－6811

　今年はクマの出没が多発し、人身被
害も発生するなど、まさに緊急事態となりました。奥
山のブナの実が凶作であるため、人里にエサを求めて
出没しているということで、人家の敷地内にまで出没
し、山に入らずとも注意が必要になりました。
　その一方で、かつて日本に生息していた日本オオカ
ミは、人為的な駆除が原因の一つとなり絶滅している
歴史もあります。クマと人間の共存、その難しさも考
えさせられる秋となりました。�（秘書広報課　宮崎）

編集後記

市民の動き
令和元年
10月末日現在（ ）

◦人口�　　56,268人　（先月比� －30）
◦男　�　　27,561人　（先月比� －13）
◦女　�　　28,707人　（先月比� －17）
◦世帯数�　20,037戸　（先月比� 7）

日にち 行事名・時間・会場など

8日㈰
おはなしのじかん
11：00 ～ 11：30　図書館児童コーナー

12日㈭

プラチナDVD上映会
『プロフェッショナル 
 ～エディー・ジョーンズの仕事～』
10：00 ～ 10：50　図書館 多目的室

15日㈰
猫の譲渡会（魚沼アニマルサポート）
13：00 ～ 15：00　イオン六日町店2階

20日㈮
乳幼児親子おはなしの会

「えほんであそぼ」～クリスマス会！～
10：00 ～ 11：30　大和公民館

21日㈯

DVD上映会
『三人の騎士（ディズニー名作アニメ）』
10：30 ～ 11：40　図書館 多目的室

読書のつどい「クリスマス劇」
14：00 ～ 15：30　図書館 多目的室

25日㈬
第12回農業委員会総会
9：30 ～　大和庁舎３階 旧議場

「親子での遊び」「子育ての仲間同士の情報交換」「育児
相談」などにご利用ください。
対象　乳児～小学校入学前の幼児とその保護者
※ふれ愛広場のみ小学校3年生までの児童とその保護者
時間　9：30 ～ 15：30
　　　9：30 ～ 18：00（六日町会場 ふれ愛広場のみ）

大 和 会 場 　大和庁舎（3階）
　毎週 月・水・木曜日
12月12日㈭　9：30 ～ 11：00
支援講座「クリスマス飾りを作ろう」　講師：保育士

六日町会場 　イオン六日町店専門店館（1階）
　毎週 月・火・木～日曜日
12月10日㈫　9：30 ～ 11：00
支援講座「クリスマス飾りを作ろう」　講師：保育士

塩 沢 会 場 　塩沢庁舎（北棟2階）
　毎週 火・水・金曜日
12月13日㈮　9：30 ～ 11：00
支援講座「クリスマス飾りを作ろう」　講師：保育士

※どの会場にも参加できます。予約は不要です
お知らせ
　六日町会場 ふれ愛広場では、12月14日㈯・28日
㈯の13：30 ～ 14：30にのびのびタイム（親子体操教
室）を開催します。（申込み不要）開催中はふれ愛広場
の利用はできません。
　また、12月19日㈭の10：30 ～ 11：00に「クリス
マスごっこ」を開催します。サンタクロースがプレゼ
ントを持ってきてくれます。
【問合せ】子育て支援センター　☎772－7754

救 急 医 療

ほのぼの広場

　10月28日㈪、塩沢除雪ステーションで除雪出
動式を開催しました。除雪機械の乗車体験では上
関保育園の園児たちが、大きなハンドルやレバーを
握るなどして、目を輝かせながら楽しんでいました。

今月の

表紙

市報に掲載する人名は、差し支えのない限り、常用漢字表の適用字体を用いています。この広報紙は資源保護のため、再生紙を使用しています。
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